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気候変動の影響により，気象災害
の激甚化・頻発化が進む今日，国土
強靭化を見据えた都市基盤の整備が
進められています。特に，高度経済
成長以降に集中的に整備されたイン
フラの老朽化は深刻であり，これら
を維持管理していくために，我々に
課せられた役割は大きいと言えま
す。インフラを国民が持つ「資産」
として捉え，整備・維持管理・利活
用の各段階において，工夫を凝らし
た新たな取り組みを実施することに
より，インフラの潜在力を引き出す
とともに，インフラによる新たな価
値を創造し，持続可能性を高めるこ
とにより，都市環境を向上させてい
くことが期待されています。

今月号は，前回から 2 年ぶりとなる
特集テーマ「都市環境の向上，都市
基盤整備」についてご紹介しました。

巻頭言では，新潟工科大学工学部
工学科の樋口秀教授より，老朽化が
進む都市インフラの計画的な更新が
必要であり，費用負担の議論が求め
られる中，都市インフラの補修・更
新費用に特化した道路特定財源の復
活，固定資産税，都市計画税の税率
アップによる増収分を活用した基金
設立と，その活用が有効であること
をご提言いただきました。

行政情報では，国土交通省都市局
都市環境課より，都市行政における
カーボンニュートラルに向けた取組
事例，優良緑地確保計画認定制度

（TSUNAG），脱炭素都市づくり大
賞受賞事業についてご紹介いただき
ました。都市の環境性能向上，地域

の課題解決，そして持続可能な社会
の形成を目指す取り組みが強調されて
おり，気候変動対策，生物多様性の確
保，Well-being の向上を通じて，地域
の価値を高めることが期待されます。

技術報文では，都市再生分野にお
ける都市基盤施設整備に係る支援や
取り組み事例，設計・施工の初期段
階から BIM/CIM を取り入れた東京
メトロ銀座線渋谷駅移設プロジェク
ト，XR 技術によって施工中の地盤
変状をリアルタイムで可視化し，安
全管理の高度化を図る新技術，GIS
を活用した地域分析によって地域の
課題や特性を可視化し，まちづくり
の担い手の活動を支援するサービ
ス，スマートビルの中核を担うデー
タプラットフォームの開発と実装事
例などについてご紹介ご報告いただ
きました。

交流のひろばでは，盛土工事にお
ける効率的かつ面的な締固め品質管
理を目的として開発された，新しい
土工・舗装管理システムについてご
紹介いただきました。建設分野にお
けるロボット化と5G技術の活用が，
災害復旧や社会インフラの維持管理
に大きく貢献するとともに，遠隔操
縦や品質管理の効率化が進むにつ
れ，労働人口の減少に対応した合理
化が期待されます。

最後に，突然の原稿執筆のお願い
にも関わらずご快諾いただき，お忙
しいところご協力いただきました執
筆者の皆様，関係者の皆様に心より
御礼申し上げます。本誌に寄せられ
た貴重な情報が，今後の都市環境の
向上，都市基盤整備に対する技術向
上の一助となれば幸いです。

� （出口・那須野）

【年間定期購読ご希望の方】
①書店でのお申し込みが可能です。お近くの書店へお問い合わせください。
②�協会本部へのお申し込みは「年間定期購読申込書」に必要事項をご記入のうえ FAX をお

送りください。
詳しくは HP をご覧ください。
年間定期購読料（12 冊）　10,032 円（税・送料込）

6 月号「地球温暖化・環境対策特集」予告
・道路の脱炭素化の取組推進に向けて　・地球温暖化対策計画　・SEP船「BLUE WIND」を活用した洋上風
力発電所の建設　・建設現場への電動化に向けた取り組み　・作業船のCO2 削減対策　・建設時CO2 排出量予
測システム「T-CARBON Navios」の開発　・CO2フリー水素の活用に向けて「次世代エネルギープロジェクト」第
2フェーズに着手　・社会実装に向けた路面太陽光発電技術に関する構造の一検討　・バイオ炭インターロッキン
グブロックの開発　・低炭素型地盤改良材の開発　・独自株の微細藻類培養と完全循環型アクアポニックスを掛け
合わせた次世代型ハイブリッド農業システムの実証実験　・集成材ダブルスキンを纏った都市型オフィス　・ゼロカー
ボンビル建設プロジェクトにおける脱炭素技術　・工場のZEB化と水素エネルギー実証　・ESG/SDGsの取組み
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